
  

 

 

 

ことばの力を育てる ～ボランティアの皆さんによる読み聞かせ～ 

６月 17日（水）に、ボランティアの皆さん８名が読み聞かせに来ていただきました。今年度は全部

で８回、この日は今年初の読み聞かせでした。すべてのクラスにお一人ずつ入ってくださり、学年に

あわせて選書していただいた本を子どもたちに読み聞かせてくださいました。 

読み聞かせが始まると、子どもたちは絵本にぐっと引き込まれて、お話に耳を傾けていました。  

どんな活動も、すっと入り込んで取り組むことができるところが、東小の子どもたちのすばらしい  

ところです。高学年の児童も本に惹きこまれて、集中して聞いている様子がすてきでした。 

 

「読書」や「読みきかせ」は、「ことばの力」を育てます。 

読書が子どもの「ことばの力」を伸ばすのは、日常会話ではあまり 

使わない言葉に出合えるからです。読み聞かせは、ワクワクしながら 

お話を聞きながら、たくさんの言葉に出合えます。初めて聞く言葉が 

出てきたり、違う意味で使われていたり、お話を楽しみながら「ことば

の力」が育っていきます。ボランティアの皆さんには本当に感謝です。 

 

私は小さい頃、夢中になって本を読んでいると周りの音が全く聞こえませんでした。耳元で「もう

ご飯だよ」と言われても気づかないので、「無視をした」と何度も姉を怒らせました…。私は小学校  

時代に、そのくらい夢中になれる本にたくさん出合いました。ちょうど今は読書旬間です。東小の  

子どもたちにも、図書館ですばらしい本にたくさん出合って、ことばの力や心を育ててほしいです。 
   

～ボールを寄贈していただきました～ 

本校でクラブ講師をしていただいている有賀浩昭様より、 

バスケットボールを 10個ご寄贈いただきました。６年生が

代表して受け取り、子どもたちもとても喜んでいました。 

いただいたボールは、ボールスポーツクラブの活動はもち

ろん、休み時間にもみんなで大切に使わせていただきます。

本当にありがとうございました。 
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